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第３回毛呂山町小・中学校のあり方検討委員会 会議録 

日 時 
令和４年１１月２５日（金） 
１３：３０～１５：３０ 

場 所 毛呂山町役場２０１会議室 

出席者 委員１８名（欠席６名） 傍聴者７名 

毛呂山町 
髙沢教育長 石田教育総務課長 
土屋学校教育課長 内野教育総務課副課長 
三浦学校教育課副課長 新井学校教育課指導主事 
岩田教育総務課管理係長 菅原教育総務課管理係主事 

発言者 内容 

 
事務局 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 おまたせをいたしました。６名の委員から欠席のご連絡を事前にいただ
いています。毛呂山町小・中学校のあり方検討委員会設置要綱第６条第２
項に基づき、過半数に達していますので会議が成立することを報告いたし
ます。 
 ただいまから、第３回毛呂山町小・中学校のあり方検討委員会を開催い
たします。どうぞよろしくお願いいたします。それでは始めに資料の確認
をさせていただきます。 
 
 改めましてこんにちは。着座にて失礼いたします。まず、資料の説明の
前に第２回の委員会でお話のありました町ホームページ、こちらのほうの
周知の件ですけれど、１２月１日発行の１２月広報に、その旨ＱＲコード
と共に掲載する予定でございます。またこれに関連しまして、ホームペー
ジにはこれまでの会議録や資料などいろいろありますので、委員の皆様に
も目を通していただけたら幸いと存じますのでよろしくお願いいたしま
す。 
 それでは資料の説明のほうをさせていただきます。まず、本日卓上配布
した資料からご説明いたします。 
 
（～委員提出資料及び送付済資料の確認～） 
 
 それでは資料の１枚目、本日の会議次第をご覧ください。この次第によ
り会議を進めさせていただきますのでよろしくお願いいたします。続いて 
の進行申し訳ありません、着座にて進めさせていただきます。 
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教育長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 次第の２でございます。挨拶を毛呂山町教育委員会教育長より申し上げ
ます。 
 
 改めまして委員の皆様こんにちは。本日はご多用の中、第３回毛呂山町
小・中学校のあり方検討委員会にご出席いただきましてありがとうござい
ます。委員の皆様には日頃より、毛呂山町の小中学校の教育活動をはじ
め、幼児教育や生涯学習、スポーツ振興、町の教育の推進にご理解とご協
力をいただいておりますことに心より感謝申し上げます。ありがとうござ
います。 
 すでにもう第１回、第 2 回の検討委員会が行われましたが、貴重なご意
見等ご提示ありがとうございます。この検討委員会の基盤にあるものは、
現在毛呂山町で推進しております未来を拓く人づくり（小中一貫教育）プ
ロジェクト基本方針でございます。学校、家庭、地域が互いに連携して毛
呂山の未来を担う子供たちの育成に小中一貫教育の取り組みを通して、現
在毛呂山中学校区、川角中学校区で、小中３校で展開されております。小
中学校の９ヵ年を連続性のある教育課程で編成し、学習活動や生徒指導、
また教育相談等、これらの活動の充実を図りながら小学校から中学校への
滑らかな接続、児童生徒１人１人の自己実現ができる１人１人に寄り添っ
た支援に取り組んでおります。現在コロナ禍ということでございますが、
コミュニティ・スクールの取り組みとして、中学校区ごとに学校運営協議
会を開催し、学校の課題の改善と教育内容の充実に保護者や地域の方に支
えていただきながら、地域と共にある学校として両中学校区でそれぞれ創
意工夫を活かした特色ある学校づくりの取り組みを、日々展開させていた
だいております。先日川角小学校に伺いまして、地域の方にご指導いただ
きながら稲作体験をさせていただきました。５年生が稲刈りの後の脱穀
を、足踏み式の脱穀機があるんですけどもそれをお借りして脱穀いたしま
した。脱穀した籾がですね、まだ稲穂に実がついている、そういう藁を慈
しむように１つ１つ取りながら、籾がついたお米なんですけども、一粒一
粒ありがたさを感じているようなそんな様子が見受けられました。また例
年ですと越生班ということで越生町と共催で音楽祭を行っているんですけ
ども、このような時期ですので、本年度におきましては中学校区ごとに代
表のクラスがそれぞれ発表しあうという形で、お互いに鑑賞しあい、そし
て交流を深めるような行事をさせていただきました。生徒同士、また教職
員の交流をはじめ、地域の方々をゲストティーチャーにお迎えした学習
も、できるところから計画的に進めさせていただいております。 

さて第１回、第 2 回の委員会では先ほども申したとおり、貴重なご意見 
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事務局 
 
 
委員長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
事務局 
 
 
 

ご質問、それに対する資料等大変ありがとうございます。今回も今までの
検討内容を踏まえて資料提出させていただきましたが、ぜひご一読いただ
いて、ご意見等いただければと思います。今回の委員会におきましても現
在展開しております小中一貫教育のさらなる推進のために、町の将来を担
う児童生徒の望ましい教育環境、学習施設を整備するためのご意見をいた
だく旨、それぞれのお立場から皆さんのご意見を、望ましい育成に必要な
施設の方向性を鑑みたご意見をいただきますよう重ねてお願い申し上げま
す。 
 新型コロナウイルスの感染対策も町としては５回目の接種を始めさせて
いただきました。また小児、それから乳幼児の接種も可能になりました。
季節柄インフルエンザ等の対応等、感染拡大防止にぜひ皆様も備えていた
だいて、また学校のほうにも連絡させていただきましたが、ぜひ日頃の体
調管理、感染拡大防止にご協力をいただきたいと思います。 
 活発なご意見等を頂戴しながら進めさせていただくわけですけども、今
回もぜひその旨よろしくお願いいたします。では本日はよろしくお願いい
たします。 
 
 ありがとうございました。続きまして、委員長ご挨拶をお願いいたしま
す。 
 
 こんにちは。お忙しい中ご参加いただきましてありがとうございます。
次回の委員会というのは皆様から今日机上に置かれました、お寄せいただ
いたご意見の検討、あるいは確認等に使われるといったことでしたので、
実質的に話し合いをするのは今回が最後になると考えます。そこで、事務
局から第 2 回で出た疑問等についてはいろいろ資料を示されましたし、施
設一体型の小中学校についての資料も配布されていますので、今回はその
中に出ている３つの形、施設一体型、施設分離型、施設隣接型。そして時
期。それについて検討したいというふうに考えています。私も委員の 1 人
として、できれば発言をさせていただきたいなと思っております。今回の
話し合いが皆様の意見をまとめる参考になりますようにぜひ皆さんご忌憚
のないご意見をよろしくお願いいたします。 
 
 ありがとうございました。 
 それでは次第の３、議題に進めさせていただきます。これより次第の３
の議題に入ります。議事の進行につきましては、設置要綱第５条第３項に
より、委員長が議長となっていただきます。なお、以後の事務局の説明に 
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委員長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
事務局 
 
 
 

つきましては着座にての説明をお許しいただきます。それでは議長、よろ
しくお願いいたします。 
 
 では、よろしくお願いいたします。 

前回の課題で３つの課題が出ていました。１つは毛呂山町と同じような
状況のところがあれば参考になるのでその資料をぜひお願いしたいという
ことで出てたわけなんですけども、資料１のほうで見ていただきましたよ
うに毛呂山町と同じような状態のは県内にはないというふうな形で示され
ております。でもその他に全国各地ではいろんなところで大きい学校から
小さい学校までいろいろな小中一貫校が作られているということでござい
ます。 
 ２つめの施設の説明がないんじゃないかっていう話があったんですけど
も、資料２の広聴会の中身、そしてメリットデメリットそして資料３、資
料４、資料５について読んでいただければ毛呂山町で考えている施設一体
型の小中学校がどういうふうになるのかというのが大体わかるかと思われ
ます。ただ具体的に建物をどうするとか中身をどうするっていうことはま
だそこまでは検討されていないということでした。もう１つコストの面な
んですけれども、一体型でどれくらいお金がかかるかということについて
はまだ提示されていませんが、一体型にしても新しい中学校を改修した
り、教室が足りない場合には増築をするということでお金がかかる。そし
て一体型にしないのであっても小学校を改修したり、建て替えをしたりす
るとお金がかかる。ということでどちらにしてもお金がかかるというよう
なことを踏まえていただきまして、額の大きさはわからないんですけど
も、どちらにしてもお金がかかるんだよということを踏まえていただきま
して今日の発言をお願いしたいと思います。 
 そして施設一体型を希望される今のままでいいんだよという方について
は令和８年令和１０年ということを再検討ということですので、時期につ
いてやはり少しお考えいただければありがたいと思います。 
 ということですみません、いろいろありますがよろしくお願いします。
ではご意見のほうある方は、すみませんご意見じゃなかった。先に A さん
ですか、からですね。すみません、お願いします。 
 
 委員長ありがとうございました。まずですね、送付した資料の補足説明
からさせていただきたいと思います。 
 
（～送付資料について補足説明～） 
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委員長 
 
 
 

 
 続きまして、A 委員さんから提出されました資料のほうに移らせていた
だきます。毛呂中から目白台までの図が１ページ目に描いてあります。１
ページめくっていただいて A 委員さん、委員長とですね１０月２４日月曜
日、実際に歩いていただきました。気温１６度、上着が必要だと感じられ
る日ですね。実際に目白台２丁目の奥の住宅まで歩いていただきました。
小雨、気温が低かったため疲労感は特に感じたりすることはなく歩けまし
た。水分補給、休憩することなくノンストップで。実際に歩いた道のりは
遠いと感じていらっしゃいます。 

A 委員さんは過去に令和４年５月この時も歩いています。気温２５度、
湿気を感じない良い天気。また８月の夏休みこれは晴れてて湿度と暑さを
感じる日です。ご家族と歩きました。やはり夏場のほうが非常に厳しい。
水分補給が必要で休みたくなる、きついと感じる。 
 なお A 委員さんですけど未就学児保護者から、頭ごなしに反対ではない
けれど、年々暑くなっていく夏場の季節や日々の通学にかかる時間や体力
面が心配。また保護者の方から毛呂中まで歩くのは大変だと思う、無理だ
と思う。地域の方々も通学面に心配されていますと。 
 ３ぺージ目はその距離ですとか、いろいろ設置してあるものですけれ
ど。まずこどもをまもる家の看板ですけど、途中は商工会、ブックランド
エル、公民館、ときわぎこども園、箕和田ローソンになります。毛呂中裏
門から目白台まで歩いた場合およそ５５分、３．５キロ。右側ですけど泉
野小から１年生のみで歩いた場合。これ時速４キロ程度というお話ですけ
れど、泉野小から箕和田のローソンまで２０分～２５分ぐらい。トイレを
借りることもある、夏場は２回信号待ちをすることもある。かるがも公
園、これ目白台の下ですけれどそこまで８分～１０分ぐらい。夏場は休憩
長め、座り込んでる児童もいる。少なくとも２～３分休んでから出発。低
学年の帰宅時間が一番暑い、３５度～３８度。代謝が良いため額から流れ
る汗がすごい。ここからかわせみ公園まで１０分～１５分。目白台２丁目
さらに奥の住宅までそこから３分～５分ぐらい。泉野小からすると約４０
分～４５分程度。というようなことでこちらの資料のほうを提出いただき
ました。委員長さん何か補足ありますか。 
 
 すみません、ちょっとよろしいですか。すみません、A さんから先ほど
電話をいただきまして。私が箕和田に住んでいなければきっとこのような
通学距離について心配することはないと思いますけれど、箕和田に住んで
いるので、やはり大変な地域のことも考えていただけたらと思いまして資
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事務局 
 
 
B 委員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

料を出させていただきましたということです。で、高学年になるとさっさ
さっさ歩いてそれほど通学についての心配はないのですが、特に１年生の
最初の頃については急に飛び出したり走り出したりする子もいるし、５月
６月ごろまでは先生も送ってくるんですけども、先生もクラス２方面ある
ので２つの方向に分かれて送ってくるので毎日ではないし。いつまでそれ
が続いていくのか、あるいは毛呂小ぐらい遠くなってしまった時、先生は
きっと目白台の上のほうまで送ってくるのは大変だと思うので、それもで
きないのではないかというふうな話もされてました。とにかく A さんがそ
れを言ったのは地域の方がとても心配されていることで、どうしても言っ
ておかなければいけないということで言わせていただきましたというふう
なお言葉でした。すみません。 
 
 ありがとうございました。 
 では資料説明ということで、B 委員さんよろしいですか。 
 
 はい。こんにちは、委員の B です。私も何か委員として協力できること
はないかと思って資料をこさえてみようと思って作りました。これは何を
言いたいかという、前回他の委員の方から毛呂山町の教育の現状とかを示
す資料はないのかというお話をいただいてて、それで私がウェブを見れば
資料がありますよというお話をしたんですけども。具体的な資料、これが
それこそグーグルで毛呂山町、埼玉県、小中学校、学習状況とかって入れ
て出すとですね、もう一番トップにＰＤＦとして出てきます。これ資料
の、私が改ざんしていないよというのを含めて、右上にＱＲコードを付け
てあります。これスマホで読み取っていただければ同じＰＤＦが出てきま
すのでこれを読んでいただければウェブでも見られます。 
 私これ言いたいのはですね、いま先生方、校長先生方を前にして毛呂山
町がだめですという話をしたいわけではないんですよ。ただ実際に全国学
力・学習状況調査で毛呂山町の子たちが全国平均や埼玉県平均よりも低い
という状況が起きているということをまず認識して、私は親としてその状
況でこの数値を見てなるほどと、頑張んないとなと私も親として思うとい
うところがまず１ページ目ですね。 

２ページ目３ページ目が同じＰＤＦに繋がっている資料なんですけど、
めくったところの左側が小学生、児童質問紙調査。右側が中学生となって
いるんですけれど、同じ令和３年度のところで例えば２番、自分にはよい
ところがあるかどうかというのを聞いた時に、全国平均や埼玉県平均より 
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も毛呂山町は低い。それから将来の夢や目標をもっているというのも低
い。家で自分で計画を立てて勉強しているというのも低いと。このへんが
自己肯定感とか自己有用感、自分ならできるとかですね、自分は生きてい
る意味があるというふうに考える子供がどうしても低くなってしまってい
ると。で、中学生になると逆にさっきの３番や５番というのは改善が見ら
れるんですけども、これはなんか部活をやったりすることで、もしかする
と高学年以上になってきますので中学生になるとこのあたりは夢や目標が
見えてくるのかなと。ただ、自分にはよいところがあるというところが上
がりきらない。むしろ小学校の数字より下がって出ているのがあるんです
ね。 
 なんか私逆にこの資料で朝食を毎日食べているっていうのが全国、小学
校だとほぼ全国平均だし中学校だと全国より高くて。毛呂山町って私５年
くらい前に移り住んだんですけど、朝食運動みたいのがいつも学校にいく
とのぼりで見てて、私が朝食必ず取る派なんですけど、なかなかいい町だ
なといつも思っていたんですね。それがこういう資料に現れているってい
うのはやっぱりその学校の姿勢とか町の姿勢が、親御さんとか子供たちに
も伝わるとこういうふうに数値で現れるんだなというのもちょっと思って
いたところではあるので。なんかやっぱりこのへんの１番は毛呂山町は出
来てきているわけですので、２番３番５番の数値を小学校でどう上げてい
くかっていうのは考えたほうがいいかなと。 

で、ここからですね私前回にもちょっとお話したんですけれど、要する
に非常にこう外側のお話が多いなと思ったんですね、この会議が。要する
に外から見て小中学校一緒にするかしないかみたいなお話ばっかりで、そ
の学校内部とか生徒さんの気持ちとかそういうところじゃなくて外の話が
すごく多いなと。で、さらに言うとここに今いる大人たちって小学校と中
学校が分離した状態の教育しか受けてないと思うんですよね、完璧に。だ
から自分の自己体験として小中が分かれているってことしか知らないわけ
ですよ。でこの成功体験を基に議論をしてしまうと多分おかしいとかあり
えないっていう話になりがちだと思うんですよね。で、ちょっと話が飛躍
するんですけど、いまワールドカップやってるじゃないですか。オフサイ
ドすらビデオアシスタントレフェリーっていってコンピューターで解析す
るんですよね。すごい時代が変わったなと思ったんですよ私は。その要す
るに昔からしたらオフサイドって走ってる審判が旗を上げてっていうのが
当たり前だったのに、いまはその旗を上げる人もいるけどもコンピュータ
ーに判断させようと。テニスでさえラインをコンピューターで見てますよ
ね。それぐらい時代が進んできていると。さらに言うと皆さん驚かれるか 
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もしれないんですけど、私東京の会社に勤めているんですが、コロナとい
うのもあって週１回しか会社に行かないんですね。週４日会社に行かない
で在宅勤務をしていても仕事ができているんですよ。やっぱり時代ってす
ごく変化してて、しかもものすごいスピードでテクノロジーとともに進化
してると。で小学校も多分アイパッド、アイパッドじゃないか。アンドロ
イドの多分タブレットとかを、グーグルタブレットですか、そういうのを
使って授業をしてたり、コロナが酷くなった時にはリモートっていうのを
家でもやってたりしました。すごく進んできてて、その何かこう新しいテ
クノロジーとか新しいもの、前回も他の委員の方からも出ましたけど、新
しいテクノロジーを交えていくと。先ほどのあの距離が遠いっていう、夏
場大変、確かに大変だと思うんですけど、スクールバスっていう話だけじ
ゃなくて、例えば暑いと予測される日はリモートも選択できるというふう
になるとか。テクノロジーとかいま使えるものを使って、新しい段階。
我々は何度も言いますけど小中学校しか体験していないので、週５日全部
小学校に行くべき中学校に行くべきと思ってますけど、そうじゃないテク
ノロジーも出てきてるっていうのも踏まえて議論する必要がある。我々は
もう小中学校に行かないわけですから、ここから子供たちがどう育ってい
くかというところにしっかりと着眼点をもって、自分の自己体験ではなく
て新しいこと、いろんなことを取り入れながらできるんじゃないかという
考えのほうがいいかなと思っています。 
 で、それを踏まえてめくっていただくと小中一貫というのでまたグーグ
ルで検索するとですね、たくさん事例が出てくるんですよね。そのうちの
いくつかを抜粋しました。これ兵庫県の教育委員会がものすごく長い、こ
このＱＲコード読んでもらえれば見れますけどＰＤＦの冊子をアップして
います。でその中に、兵庫県全体で義務教育のところ、ちょっと古いんで
すけど、古いっていうか、この頃からもう小中一貫をやっているというの
があって。で、その報告書をいろいろ読んでいくと、やはり先ほど毛呂山
町で低かった自己肯定感とか自己有用性みたいなものって他の地域でも非
常に課題になっていたところで。そこでこの小中一貫をやった時にこれ平
成２５年から白鷺小学校中学校というのは小中一貫、これは施設一体型で
はないようです。小中の交流を踏まえた一貫教育というところを読んでま
すけど、そこでも小中一貫をやったところで家で自分で計画を立てて勉強
していますかという回答が中３で高まったと、全国よりも高まったと。そ
の隣のページにいっていただくと自分にはよいところがあると思いますか
というところで当てはまるという回答が、小中一貫教育をやった後に全国
平均よりも高まったというような数字が出ているんですね。これで先ほど 
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のまさに毛呂山町が低かったというのが、小中一貫教育によって補われた
ような数値として見られるかなというふうに思っています。さらに同じ兵
庫県で小野市立河合中学校区というところで、これも小中一貫の教育をや
ってます。これはもう義務教育学校というような名前になって、あ、それ
はその次か。ここは小中一貫教育ですね。小中一貫教育で、でも中学生を
７年生８年生 9 年生というような位置付けでやっているので、５年生のと
ころから児童会の活動が始まったり、６年生で完全教科担任制での授業を
取り入れたと。そしたら右のページ見ていただくと、６年生の教科担任制
が始まったところで学力の向上が見られた。下のグラフを見ていただくと
自分で計画を立てて勉強している生徒の割合が８年間で非常に上がってい
るという話。家で学校の授業を予習をしているというのも上がったと。教
科担任制度になったところで専門的な勉強をしたからか、この一番下です
ね、数学・理科甲子園ジュニア２０１７で本校生徒が優勝というようなこ
とも出てきていると。やっぱりその教育の質が高まってるっていうのも小
中一貫で見られているというレポートが出ているわけですよね。さらにめ
くっていただくとこの同じ中学校ですけど、小中合同の行事が行われたり
することで児童の変容なんていうグラフもありますが、中学生になるにあ
たっての戸惑いは解消したみたいなお話とか。やっぱり小学生と中学生の
切り替わりとかですね、さっき中学校になったら自己肯定感、自己有用感
が高まったようだというのは数値的に見えたんですけど、それが小学校の
５年生６年生の子たちにも有用なのではないかというところですね。これ
学力向上、自尊感情向上を狙えるというところは私が書いたんですけど、
学校行事を小中学生で一緒に進めることで戸惑いや不安の解消につながる
可能性がある。 
 さらにこれ横浜市なんですが、横浜市ではこれ義務教育学校として１年
生から９年生までやっていると。これはやっぱり本当にみなさん他の地域
は早い段階で平成２８年とかに行われているんですけど、このあたり本当
グラフ見たとおり学校に来るのが楽しいとか、みんなで何かをするのは楽
しいとか。で、図５のですね他の学年の人の役に立っているというのが下
がる、９年生の７月から１月に下がるのもこれ説明があって。これ中３な
わけですね９年生ですので。この中３の受験期、高校入試があるのでその
受験期でどうしても他の学年と携われなかったというので、逆に如実に数
字が下がっていると。それぐらい真剣に多分９年生が答えてくれていると
いう結果だろうということ。で、いじめの発生件数これまたこのＱＲコー
ド読んでいただければＰＤＦが挙がってるんですが、いじめの件数が発生
しにくい学校になっている可能性があると。断定はこの方もしてらっしゃ
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委員長 
 
 
 
 
 

らないんですけど、不登校の出現率も全国を下回ることができたというよ
うなレポートも挙がっています。 
 最後、私が一応まとめとして自己肯定感や自己有用感が低い、親として
も子を通わせたいと思う小学校中学校なのかなと。別に私が今思っている
わけではないですけど、通わせたい小中学校にしてほしいなというふうに
は思ってますし。これだけ小中一貫のレポートが挙がっているっていうこ
とは各自治体もその少子化の問題とか自分の町、地域の魅力というのを発
信していかないといけないという中で、その小中一貫校や小中一貫教育を
やっていることっていうのは多分自治体の宣伝にもなっていると思うんで
すよね。私はやっぱり毛呂山町として先ほども未来を造る人づくりとかで
すね、自己実現の支援というようなことをおっしゃいましたけど、毛呂山
町としてそういうやっぱり姿勢というか、教育に対して我々はその次世代
じゃないですけど次のステップに、今までどおりの小中学校をキープする
ではなくて、その姿勢を外にも見せていくっていうのが大事なんじゃない
かなと思いますし、それこそが親も安心する、子供も安心することにつな
がるかなと。魅力的な学校ってなんだろうって考えると先生や上級生の目
が行き届いてしっかりと学習したり、人間関係や社会性が構築できる環境
が整っているかどうか。今は整ってないとは言ってません。ただ単学級が
さっきね、今後増えてしまうとか先生が減ってしまう可能性があるという
ところからすると、やっぱりそこはたくさんの上級生とか、たくさんの大
人の方の目が行き届くということを狙う意味でも、この魅力的な学校にし
ていくということを観点として考える必要があるんじゃないかなと。この
５、６年での教科担任制導入など中学校の授業の仕組みを取り入れてみて
はとか、授業理解度の高い学校で一番最初のページの学習に対しても点数
が上がっていくんじゃないかなと。私としては自己肯定感、自己有用感の
高い生徒を育てる毛呂山町の小中一貫校があるといいんじゃないかなとい
う結論を述べた資料になっていますので。みなさんもしあれでしたらじっ
くり、後でＱＲコード読み込んで読んでいただくのがいいかなと思いま
す。すみません長くなりまして、以上です。 
 
 ありがとうございました。では議題に入っていきたいと思います。今ま
での事務局の説明について何か質問等ありましたらお願いいたします。 
 
（委員挙手） 
 はい、どうぞ。 
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C 委員 
 
 
 
事務局 
 
 
 
C 委員 
 
事務局 
 
C 委員 
 
委員長 
 
 
 

 すみません、委員の C です。資料４番なんですけど、４番と５番かな。
クラス数の予想と教室のところなんですけども、これ基本的に使用可能な
教室よりも必要数が多い場合には増築が必要という考えでよろしいです
か、間違いないですか。 
 
 はい。 
 
 小学校の場合の川角光山が単学級が両方発生してくる時に、仮にここ２
つが一緒になった時にそういうパターンでも校舎の増築は必要になるんで
すかね。ちょっと小学校の資料がなかったので、小中一緒になる時の話だ
けだと思うんですけど。 
 
 そうですね、年度のほうで例として挙げてるのが川小と光山ですと令和
１０年度１３年度２１年度。この３年度だけをちょっとピックアップした
ものですから、令和１８年度に川小と光山が両方単学級になるといった数
字、ちょっとこれ計算してみないと今すぐお答えできないので申し訳ござ
いません。 
 
 了解です。基本的にすべて単学級になってしまえばお互いが１クラスで
一緒になるからキャパは大丈夫なのかなというイメージをしていたんです
けど、そういうイメージでいいのかなと。 
 
 そうですね。ただ単学級といっても例えばそうですね、人数が３５人な
のかそれとも例えば１５人なのか。それによって２つを足したとしても１
５と１５足しても３０ですのでそれだと単学級のままですね。 
 
 増えない可能性がある。 
 
 も、あります。 
 
 ありがとうございました。 
 
 他にありましたらお願いします。 
 
（委員挙手） 
 はい、D さんどうぞ。 
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 D と申します。くだらない質問で申し訳ないかもしれないんですけど、
私あの小田谷の地区のほうに住んでるので。目白台のですね、１０年ぶり
くらいに会社辞めたものでちょっと行ってみたんですよ。そしたらものす
ごく大きくなってるんですね。これはもう全然一緒じゃなかったんです
よ。確かに今の A さんの地図を見ますとですね、確かに泉野小から毛呂小
毛呂中は遠いんでしょうけど、また川角もね結構遠いですね、川角中学校
もやっぱり目白台。こういうのでもし１、2 年生がどうこうって言うんだ
ったらこうなんか簡易的な分校みたいなのが昔あったと思うんですけど、
そういうものっていうのはやっぱり予算とかそういうものでなかなかでき
ないんでしょうか。それとも今全国的にこんなのは作んないんでしょう
か。 
 
 はい。分校的なものというようなご質問になりますと学区編成の関係に
なるのかなと理解します。今こういろいろなシミュレーションを考えてい
る中で学区編成のほうはお示しはしておりません。 
 
 よろしいですか。はい、他にありましたらお願いします。 
 
（委員挙手） 
 はい。どうぞ、E さん。 
 
 E でございます。お送りいただきました資料拝見いたしました。いくつ
かお尋ねしたいことと確認がございますのでお尋ねいたします。まずです
ねメリットデメリットがあるというこの資料の中で、学内環境に関する記
述っていうのが非常に少ないなと私は感じております。で、この小中一貫
にもっていくということであれば教員の加配はどうするのか、校内体制に
ついてどうするのかっていうのは非常に大きな問題になると思うんです
ね。一貫にすることによって児童生徒の例えばその心の健康をサポートで
きるような加配体制、専門人材、それをどのように配置していくのか。そ
れが恐らく大きなメリットにつながるのではないかなと私は思っていたの
ですが、このメリットのほうにはそれが載せられていませんでしたのでこ
の点をお尋ねいたします。 
 それとですね、２点目は教育課程カリキュラムに関しても検討が必要に
なるかと思います。これに関しては今までのところを、前回第 2 回の会議
録も拝見いたしましたが問題、話題としては出てきていませんので、今後
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委員長 
 
事務局 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

この教育課程カリキュラムに関してどのように改変されていくのかという
ことに関しても、構想があればお伺いしたい。 
 で、資料２にこれは非常に大きな事業なんだということを書いてまし
た。確かに本日のご挨拶の中で教育長が町の将来を担う人材の教育なんだ
と。非常に大きな事業であるということはよくわかります。そうなるとそ
れは毛呂山町としてどうしていくのかっていう、毛呂山町のまちづくりと
本来一体、一緒に語る必要があると思うんですね。教育だけを取り出して
語るっていうのではなくて、町としてどうあるべきなのか。そしてこうい
う教育を実施する、それによって人口をどのようにしていくのか。増やし
ていくのか減らしていくのか。魅力あるまちづくりというものに取り組ん
でいくそのプランとなるのが人づくりのための教育であるのか。というの
であれば、魅力を感じて毛呂山町に越してくる人が増える。そういったこ
とを想定してこの教育、大きな事業っていうものを繰り広げていこうとし
ているのか。ちょっとまちづくりと一緒に語るという観点が今までのとこ
ろでは見えなかったっていうのをご指摘したいと思います。 
 あとですね、地域がどう関わるのかっていうのが今のところはまだ見え
ないんですね。小中一貫にもっていくっていうのであればこれを地域の人
材というのは必要になりますよね。例えば教員免許を持ってる人というの
をどのように学校に入れていくのか、参画させていくのか。大きな社会実
装であるということを私たち委員もよく考えて、もっとこう町全体という
視点からもこれを議論する必要があるのではないのかなと私は考えまし
た。私からは以上です。 
 
（事務局挙手） 
 はい、どうぞ。 
 
 今の質問いくつかお答えさせていただきたいと思います。まずメリット
デメリットにいわゆる教育の中身の部分のメリットデメリットが書かれて
いないのではないかというところであります。こちらにつきましてはここ
で改めて書くということではなく、未来を拓く人づくりプロジェクト基本
方針を基に作っておりますので、こちらの前回の資料の中でですね、基本
方針の５ページ目をご覧いただけますか。こちら５ページにですね、毛呂
山町として小中一貫教育に取り組む意義というところで学習面につきまし
ては①学力の向上というところで、小学校でより専門性を活かした中学校
教員による授業や教科担任制、子供たちの様子をよく知る小学校教員によ
る中学校でのティーム・ティーチングの授業。こういったものが行われて 



14 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
E 委員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
事務局 

小学生の知的好奇心を充足させたり、中学生での定着が不十分な内容を補
充したりするなど学習意欲や学力の向上を図ることができるというような
ところで書かせていただいております。 
 また心のケアというところでは②の生徒指導といった面でですね、児童
生徒の不安感を軽減することができるとともに、家庭と連携した生徒指導
上の諸課題への継続的な対応、これが９年間を一貫することで対応できる
ことが可能になりますというようなところ。また小中学生の交流や合同行
事などを通して中学生には下級生に対する思いやりとリーダーシップの育
成を、小学生には目標にするべき身近な生徒像の具象化を図ることが期待
できますというようなところで載せさせていただいておりますので、これ
の一貫校になると主なメリットの一番上のところですね、プロジェクト基
本方針が最も効果をあげるというようなところで集約して１つにまとめて
今回書かせていただきましたので、細かい部分というか１つ１つは改めて
載せてないような状況となっております。また基本方針の９ページのとこ
ろをご覧いただければと思うんですが。施設一体型の検討というところで
児童生徒が交流するためには児童生徒が往来しやすい環境であること。ま
たですね小中学校の教職員がやはりこちらも近接した施設のほうが効率よ
くできるということ。また保護者や地域の方々にとっても近接した施設で
あるほうがより効率よく学校との協働ができるものと考えていますと。児
童生徒がより効果的に質の高い教育が受けられる環境として施設一体型の
小中一貫校を優先的に整備することが最もよい方法であると考えられます
というような形で載せさせていただいておりますので、こちらをですね参
照していただけるとありがたいなと思います。 
 
 お答えいただきましてありがとうございます。プロジェクト基本方針は
私もよく拝見しております。ただどこにも加配するとは書いていない。私
はなぜこの質問をしているかというのは、教育現場今非常に仕事が増えて
いますよね。たくさんのいろんなニーズを抱える児童生徒がいるんです。
ただでさえ教員側の仕事が増える中でね、加配なくしてこの一大プロジェ
クトを動かすっていうのは非常に負担になるんです。だから加配して、そ
して児童生徒にも安心してっていう。それをやっぱり具体的に示す必要が
あるんです。加配とは書いていないんです、そうですよね。手厚く人員を
配置する、サポート体制をしっかり行う。そのことが非常に重要になると
思うんです。いかがでしょう。 
 
 加配につきましては、現段階で町として小中学校に加配教員を置くよう 
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E 委員 
 
 
事務局 
 
委員長 
 
 
 
事務局 
 
 
 
 
 
 
事務局 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
E 委員 

な体制というのは、今のところまだ検討していないところでございます。
県を通してですね、この小中一貫関係の加配教員をいただけるかどうか、
これはまた県と協議をしながらやっていきますので、そういったところで
は今考えているところはございますので、ご了承いただければと思いま
す。 
 
 今の質問はよろしいですか。 
 
 それでは人員体制についてはまだまだその検討課題はあるということで
すね、そうでよろしいですか。 
 
 そのような形でお願いいたします。 
 
 すみません、３番の大きな事業としてというところで、まちづくりと絡
めてっていうところの質問があったと思うんですけども。あと地域との関
わりという最後の２問についてお願いします。 
 
 それではまずまちづくりの前に地域との関りというようなところでです
ね、こちら基本方針にやはり載せさせていただいているように、こちら１
０ページですね。学校家庭地域の連携・協働ということでコミュニティ・
スクールを推進しております。すでに学校運営協議会を設置いたしまし
て、各学校コミュニティ・スクールというような形で地域との連携を今図
っているところでございます。 
 
 はい。まちづくりの部分なのですけれども、まさにおっしゃるとおりこ
れだけ大きな変革というのは、まちづくりに大きく関わる部分だというと
ころは重々承知しております。そういった中でも、まずはこちら教育委員
会のほうで魅力ある学校づくりをすることによって、まちづくりのほうに
どのように携わることができるかというところをしっかりと検討していか
なければならないというふうにも考えております。そうした中でですね、
委員会の委員の皆様から、地域にかかるまちづくりであるとかそういった
ところの意見もどのように出てくるか、様々な意見が出されるかというと
ころもある部分となっておりますので、ご理解をいただきたいと存じま
す。 
 
 ありがとうございます。教育課程カリキュラムの検討についてもご質問 
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いたしました。これも先ほどの人員体制と同様に検討課題ということでよ
ろしいでしょうか。 
 
 今の質問にお答えいたします。カリキュラムにつきましても９年間を見
通したカリキュラムということで命の教育という、実際は学校のほうでも
中学校区それぞれで取り組んでいる共通したものもございます。例えば手
話の関係を各学校で学年に応じて地域サークルが入って、命の教育として
取り組んでいるところもございますので、カリキュラムについては今進行
形というか、それを毎年毎年見直しながら一貫して子供たちにどういった
教育をするのかというところが、中学校で小中学校合同の研修会等の中で
毎年毎年ですね、検討しているところでございます。 
 
 ありがとうございます。これですね、毛呂山町の独自のその特色ってい
うのを打ち出せるところだと思うんですね。毛呂山町は掲げている特にそ
の２０２１年度の教育行政重点施策を見ましてもね、非常にいいこと書か
れてますよねこちらは。特にその中でもいじめ不登校対策に取り組むん
だ、人権を尊重した教育の推進だ、そして文化、歴史を通した学習活動、
道徳教育、命の教育ですね。今の時代で非常にこう強く求められているも
のを打ち出している。そういう特色っていうものを毛呂山町は目指す小中
一貫校の教育課程カリキュラムに盛り込むことができるとね、毛呂山町独
自の特色ある教育っていうのを打ち出すことができるのではないかと私は
見てるんですよ。もしかしたら小中一貫校の議論の際にね、逆にメリット
としてこういうものを打ち出してこういう教育をするんだ、こういう環境
を整えるんだ、加配をするんだと。こういうことを強く打ち出すっていう
のは魅力の１つではないかなと私はずっとこのプロジェクト携わってこう
考え続けているんですね。そこがなかなか見えてこない、３回目になって
も。そこはちょっと魅力を打ち出すのあまりにも控えめに皆さんがしてら
っしゃるのではないかなと思うんです。 
 
 貴重なご意見ありがとうございます。今回の検討委員会につきましては
施設、あるいは開設へのご意見をいただくことに主眼を置いていました。
E 委員からいただいているようなそのまちづくりに関するもの、それから
児童生徒の育成に関して、大きな目標をもってメリットを全面に打ち出し
ていくことにつきましては、大変貴重なご意見でございますので私たちも
それを参考にさせていただいて、今後の教育行政の中にぜひ反映させてい
ただければと思いますので、ご意見ありがとうございます。 
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F 委員 
 
委員長 
 
F 委員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（委員挙手） 
 F 委員、どうぞ。 
 
 F でございます。丁寧な資料を作っていただいて、どうもありがとうご
ざいました。すみません、E 委員のご質問のちょっと参考になるかなと思
うんですが。わたくし実は加配教員をやっておりまして、いつも校長さん
から言われたのは F さん、２月になるまで県のほうの決裁下りないよ、
と。ですから、県が人員を決定して毛呂山町加配教員をっていうのは毎年
２月だったんですね。不登校の支援加配教員をやらせていただきまして、
それなりに魅力ではありますがやってまいりました。そこの経験から言う
と、先ほど事務局の答えたところで町の独自の予算というのがなかなか下
りないんですね。ちょっとご参考になればと思いまして。 
 それからこれちょっと本題のほうなんですけども、今年毛呂山町で生ま
れた子供の数が約１００人というのがどっかで報道されておりましたが。
でですね、いろいろご苦労なさって教育委員会がこういう毛呂山町を２つ
の学校にというふうに提案されていると思うんですが。 
 
 すみません、それ質問ですか。 
 
 質問ですね。 
 
 はい、わかりました。 
 
 でですね、極端なことを申し上げますと１学年１００人は１つの学校で
大丈夫なんじゃないかと思うんですね私。小学校１つ中学校も１つ。バス
を回すんだったらば将来の人口規模を単年度１００人。具体例を申し上げ
ますと、私前の勤務校が吉見町でございまして。吉見町は単年度の児童数
生徒数が７５人になりました。皆さんの手元の資料で６校の小学校を１つ
にまとめると。これは教育委員会相当思い切ったなと思うんですが、批判
覚悟で、それでないと町がもたないと。で、毛呂山町も１００人を切ると
もう３学級ですよね。そういうふうな提案をして、１つの学校にまとめて
加配をできうる限り付けて毛呂山町の教育を担う。幸いあの中学校も１学
年６クラスぐらいまでは対応できる学校でございますから。そういうこと
が提案されていないというのは検討しなかったのか。経済原則考えるなら
ば、そこまですぱっと切ると。本当に１校に集中して毛呂山町の将来を担 
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G 委員 
 
委員長 
 
G 委員 
 
 
 
 
 
 

ってもらう、という提案はなぜなされなかったのかなと。経済原則でない
ならばもう少し違う方法があったんではないか。以上でございます。 
 
 質問ですね。 
 
 はい。 
 
（事務局挙手） 
 はい、じゃあすみませんお願いします。 
 
 今どういったような検討がされたのかどうかという質問なんですが、今
回やはりこの未来を拓く人づくりの小中一貫教育プロジェクト基本方針に
沿ったものが毛呂山町で出たというところで、こちらについてのご意見を
いただきたいということなので。ちょっとその他にもこんな形態があるん
じゃないか、そういう話がなかったのかというよりはそういったご意見と
して承れればなと思いますので、そういう形でよろしいでしょうか。 
 
 はい。 
 
 ありがとうございます。 
 
（委員挙手） 
 G 委員すみません、先ほど事務局が説明した資料についての質疑応答と
いうことでよろしいですか。 
 
 わかりました。 
 
 はい。すみませんお願いいたします。 
 
 お世話になっております、G です。先ほど E 委員からも地域づくりとい
うお話もありまして、地域の中でいろんなことをやっていくことが毛呂山
の魅力になるというお話がありましたが、わたくし社会教育委員の中でこ
こに出席させていただいていて。地域学校協働活動推進委員としても関わ
らせていただいているので、少し情報提供としてお伝えできればと思うん
ですが。地域学校協働活動がコロナ禍の中でなかなか進んでいないという
のが実情です。で、毛呂山町の小中一貫というところの考え方のそばには 
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いつもこの地域学校協働活動があるべき、あるはずとして平成３０年の時
からずっと続いてきているものだと考えています。これに関しては今小中
学校６校の中にコミュニティ・スクールで自由に使わせていただいていい
お部屋というのを用意させていただいておりますので、学校のほうでは準
備万端整えていただいていて。それを小中一貫になった時にも大いに利用
ができるようにということで、今早急に準備をさせていただいているとこ
ろです。で、そこにはやはり人がいて、温かみがあって、子供との交流や
先生方との交流があって、というところの高い理想に近づけるために今人
を育成するところに力を注いでやらせていただいておりますので。６校に
人が配置できるようにするための準備の期間として私たちの中で時間をか
けすぎているなというところが反省でもあり、またここに参加させていた
だいている中での報告の１つになるかなと思いましてマイクを取らせてい
ただきました。毛呂山町の魅力を発信していく中で、町全体が立場に関係
なく子供を真ん中において教育をしていく、日常生活を送っていくという
ことの大切さというのは私も毛呂山町の中で子供を４人育てましたので、
多くの方に育てていただいたり支えていただいたりしまして大変実感して
いるところでありますので、そこを大いに多くの方に共有していただける
ようなまちづくりをしなければいけないなというのは、人づくりでありま
ちづくりであり地域づくりというところでは誰と誰もがみんながつながっ
てなくては進められないなと思っていますので。そういったところでぜひ
ここにいらっしゃる皆様方、学校のお立場であっても地域の方であっても
行政の方であっても皆さんが参加をしていただけるような地域学校協働活
動というものにご協力をいただけるようなまちづくりであれば、学校教育
の中でも教育環境の中でもいつでも人がいて助けてくれる。そんな環境と
いうか子供たちの取り巻くような生活が送れるのではないかなと思ってお
りますので、ぜひそういったところで私の立場からですと協力をお願いし
ますということになってしまうんですけれども、ぜひ皆様方にこちらのほ
うのご理解も深めていただきながらこの一貫校のことを考えていただけた
らなと思います。ただ一貫校にしていこうっていうことだけを教育委員会
も訴えているわけではなくて、すぐそばにそういうシステムも一緒に考え
て進めているというところを知っていただけたらなと思います。 
 
 ありがとうございました。あとご質問とかありますでしょうか。 
 
（委員挙手） 
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 すみません今まだ本題にちょっと入ってないんですけども、事務局の説
明したことに対する質疑応答というところでちょっとまだとどまってるん
ですけども。なければ本題のほうに入らせていただいてということで。よ
ろしいですか、ということですみません。 
 
（～プロジェクター等の機器を準備～） 
 
 時間がもったいないので。副委員長という立場ですが、ときわぎの意見
として今日いろいろと発表させていただこうと思ってます。ちょっと私自
身この会議の場では副委員長ということなので、私の代わりに C さんにち
ょっと代わりに説明をお願いしたいと思いますので。C さんお願いしま
す。 
 
 ではですね、今回の３回目に向けて小中一貫校に関するところ、ときわ
ぎでどういうふうに保護者の方捉えられているかなというところでちょっ
とアンケート調査したので簡単に報告させていただきます。配布が一応で
すね１００枚配布しまして回答者６６名というところで、まあ６割ぐらい
ですかね。これ今回配布も考えたんですけども、ときわぎ幼稚園の保護者
の方のデータということでちょっと今回は映すだけというところでご了承
いただきたいと思います。 
 まず回答の性別のほうなんですけども、８割お母さん２割お父さんとい
うところですね。右の小学校区のところでいきますと毛呂山が５１パーセ
ント、泉野２１パーセント、光山１５パーセント、川角１２パーセントと
いうところで、７割が毛呂山小泉野小の校区になってます。回答者年代と
しましては３０代４０代の方がほぼ多かったというところです。回答者の
子供の学年というところでいきますと、小学生が、幼稚園のアンケートな
んですけれども、兄弟の方が多くて２２パーセント。で年長、年少、３歳
以下というふうに続いていきます。まずこれ、以前平成３０年でしたっ
け、町が行ったアンケートと同じような質問でやらせていただいたんです
けれども。今回その一体型、施設一体型の小中一貫校推進していることに
ついて知ってるか知らないかというところで回答者の中では多くの方が知
ってるよと。小中一貫、施設一体型で小中一貫校をやるっていうことを知
っていますという回答でした。ではその知っていると答えられた方の中
で、右で不明に思っているところを出していきますと、学校の生活環境だ
とか、人間関係、通学距離というところで。やることはわかっているんだ
けれども、中身がちょっと見えてないっていうのがあるのかなというデー
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タになってきました。下の段、今度は小中一貫校といったところに関する
ところの理解度といったところで、ほぼ７割ぐらいの方が理解はしている
という形でした。で、理解できていない、再度説明してほしいっていうふ
うに言われた方が３割ほどいまして。その中でまず以前から説明していた
のは多分まだ子供がいない時期からやられていたと思うので、どうかなと
思ってここは年代でちょっと分けてみたんですけど。理解できていないと
いう中の内訳見ていきますと、やはり小学生以下の方が多かった。来年度
から小学校に上がる年長さんの方も意外と多かったっていうのが出ていま
す。で、再度説明してほしいというところにいきますと、やはりこれから
小学校に上がっていく、それから小学校になっていて今まさに令和８年１
０年で統合といったところに直面する方々が多かったという結果になって
おります。小中一貫校に対する不明点はなんですかというところで設問し
たところに関しましても、先ほどやることわかってるけど不明なところと
一致する結果になったんですけれども。やはり学校の生活環境であった
り、人間関係、また通学距離もやはり多くの方心配されているのかなと思
ってまして。ここは右側ですね、年少、年中、年長、小学生といったかた
ちでお子さんの年代別での不明点の内訳になるんですけれども。ほぼ学校
生活、人間関係に偏っているところがありますので、ちょっと私もそうな
んですけども、イメージがどうもできていない。不安なことはいくらでも
出てくるんですけれども、かといって町が説明してくださっているこんな
メリットがありますというところもちょっとやはり抽象的すぎて、保護者
のほうとしては理解しきれていないっていうような状況が浮き彫りになっ
てきたかなと思います。次お願いします。これも前回のアンケートの設問
にもあったので一応採ってみたんですけれども、小中一貫校に対する希望
の形態ですね。現状維持なのか、小学校同士なのか、施設一体型なのかと
いうところで。３つの選択肢で聞いてみたところ、前回のアンケートと同
じでやはり現状維持がいいという方は多いんですが、ここ右の上段下段で
中学校区で分けてます。川角光山が上段になりまして、下段が毛呂山泉野
地区なんですけども。毛呂山泉野に関しては比較的小学校同士の統合であ
れば、今単一学級も出てきていますし仕方ないのかなというところで意外
とＯＫだという意見がありました。ただ川角光山に関しては、ちょっと僕
もそこの学校区ではないので理由はわからないんですけど、ここは結構ｎ
数も少ないんですが現状維持がいいなっていう方が多いっていうようなデ
ータになっております。最後ちょっと独自の意見と言いますか、この今い
ろいろやられている小中一貫校に関する情報開示、どのような形がいいで
すかっていうのを採ってみたんですけれど。ネットと紙と動画配信みたい 
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C 委員 
 
B 委員 

な形で採ってみたところ、ネットと紙、今町でやられている体系で十分情
報のほうはキャッチできるのかなというような形になりました。この結果
もちょっとときわぎの保護者だけなので n 数が少ないものの、やはり小中
一貫校に対する具体的な説明というところをみなさん求められているかな
と思いまして。今回その通学距離の説明があったり、クラス数と校舎のと
ころの説明があったり、先ほど教員の加配置の話もあったり。そういった
話はやはり説明というか皆さん情報が欲しいと思っているところであり、
まだ議論が必要なところなのかなと思いますので、そういったことを同じ
年代の保護者の方も考えられているのかなということがわかったかなと個
人的には考えております。 
 もし問題がなければ他の幼稚園にも協力いただいてアンケートを採って
みたいなと思うんですけども、町としてはそういう活動はやってもいいで
すかね、あり方委員会の委員として。そこは１点ちょっと確認しておきた
いなと思いますので。 
 
 はい。町としてどのようなというようなご質問だと思うのですけれど
も、あり方検討委員会としてお願いするということはまずはこの委員の中
での決にはなると思います。ただ町としてはまだ今このアンケート結果の
中でもご説明をしていないので、アンケートを採るタイミングは今なのか
どうかというところ、町はまだ検討をしておる段階だというところはご理
解いただきたいと思います。 
 
 はい。勝手にやってもいけないと思うので、そこは双方が納得できる形
かなとは思うんですけども。 
 
 １個質問があるんですけど。 
 
 はい。 
 
 この数字を見ていったときに、小中一貫の説明が足りないから現状維持
にしたいと思っている親御さんが多いというふうにも見て取れるんです
よ。 
 
 そういう可能性もあります。 
 
 ありますよね。それって今の教育委員会のタイミングって話なんですけ 
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ど、例えばどこまで我々が説明する、我々かどうかはわからないですけ
ど。ここからの情報開示、その広報に載るってお話もありましたし。その
説明を施そうという状態、例えばじゃあユーチューブをやるのかわかんな
いですけど、ウェブでの情報開示をもっと見やすくするっていう話なの
か。で、説明がいった上でそれでもアンケートを採って現状維持。今だと
現状維持って数字見れば現状維持がやっぱりいいんじゃんって話にもなっ
ちゃうし、逆に私の解釈としては説明が足らないから現状維持になるんだ
ろうなと見て取れるわけで。 
 
 あんまりこういう言い方は良くないですけど、私たちの関心も低かった
のかなっていうのはあって。それをやっぱり同じ園にいるところから高め
ていきたいなと。 
 
 それはアンケートを採ることで。 
 
 そうですね。これも６割しか集まらなかったので、もうちょっと貰える
かなと思ったんですけど。そもそもその答えないっていう時点で関心ない
のかな、わからないんですけど。 
 
 よくわからないから答えてないっていう可能性もある。 
 
 それをもう少し上げていくと町としてこういう活動をしている意義が出
てくるのかなと思います。いつやるとかどうこうっていうところは当然僕
は何もできないと思っているんですけれども、そういう同じ世代の人たち
の意識を上げるところで子供たちのためになるかなとは今考えています。 
 
 今のじゃあ質問に追加すると、そういう意味で今の幼稚園の親御さんた
ちに何か追加で教育委員会として現状とかを集中的に説明したりとかって
する機会とか可能性ってあったりするんですか。もしくはそれをしようと
思っている。足りてないっていう話にはなっていると思うんですけれど。 
 
 ありがとうございます。まずは先ほども冒頭で申しましたとおり、広報
のほうでこういう検討委員会を行っていて、委員の皆様からこういう意見
がありますという状況を広報のほうでもどなたでも見やすい環境は整えさ
せていただきました。そして今の段階で、ではいつ何をしますという確定
のところではなく、まずは皆さんに今やっていることをお伝えできる環境 
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のほうは整えさせていただいたということをお伝えさせていただきます。 
 
（委員２名挙手） 
 すみません、先にこちらを閉めてからお伺いしますのでちょっとお待ち
ください。 
 
 はい、これで閉めたいと思います。ただときわぎとしての意見、こうし
たいとかこうしてほしいということではなくて、現状を切り取ったらこう
いう数字になりましたっていうだけの話になりますので。今後いろいろな
啓発活動があるのかもしれませんが、それによってまた数字も変わるでし
ょうし、質問の仕方によっても変わると思いますので。あくまでも今回は
町が前行った、平成３０年ですか、に行った質問を基本的にそのまま。プ
ラスアルファで少し僕ら独自の質問を付け加えさせていただいた結果をそ
のまま数字を発表させていただいたということですので、よろしくお願い
いたします。以上です。 
 
 はい、ありがとうございました。ではどうぞ、はい。 
 
 先ほどの質問の追加になるんですが、平成３０年度の時にも私子育て講
演会で前回かいつまんで説明させていただきました。小中一貫教育につい
て説明をしたんですが、今年度の子育て講演会もＰＴＡのほうと話をしま
して、時間をいただいてやはりこの小中一貫教育がどのような状況なのか
をなかなか伝わってないだろうということもありましたので、私のほうで
コロナ禍においても小中一貫教育のほうやっていますよということで、今
の現状ですね、お話をさせていただくような計画を今立てております。そ
ういった機会を捉えていろんな方にですね、知ってもらうことが大事だと
思っておりますので、そういったところも今後あるということで知ってお
いていただけるとありがたいなと。また宣伝してもらえるとありがたいな
と思っておりますのでよろしくお願いいたします。 
 
 ありがとうございました。よろしいですか。では今の話とは別の形でご
意見ある方。 

今小中一貫教育がすごくいいということを B 委員と事務局のほうからも
いただきましたけど、ここでは小中一貫教育はいいということを前提とし
てそのための施設をどうしたらいいのかっていうところも問題になってい
るわけです。だから小中一貫教育の一番いい形として施設一体型を進めて 
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います。だけど今の現状では８年１０年ではちょっと無理です。で、その
施設について一体型がいいのかあるいは隣接型、隣接型っていうと多分川
角のほうは川角小と川角中という形で分離型になっていくと思うんですけ
ども。あとは今みたいな形のまったくの分離型がいいのかっていうところ
で一番いい環境はっていうところで、ここの検討委員会で検討しているわ
けですから。すみません、小中一貫教育ということだけではなくて、その
ための施設はっていうところで少しご意見を述べていただければと思いま
す。あと時期も、すみません。 
 すみません、議長交代させてください。 
 
 では議長を代わらせていただきます。どうぞ、ご質問ある方挙手でお願
いいたします。 
 
 質問ではなく意見でもよろしいですか。すみません、２点言わせていた
だきます。 
 １つはこの前、前回出していただいた資料の中で保護者アンケートが小
学校の単学級を希望する保護者が０．２パーセントしかいなかったという
ことであったんですけども。私の経験からして、きっと希望して単学級を
望むという方はいらっしゃらないかもしれないけれども、単学級の良さっ
ていうものをきっとわかってらっしゃらない方が多いんじゃないのかなっ
ていうふうなことを思いました。毛呂山はある意味単学級になったことが
今までないので、そういう中で育ってみると単学級っていうものがどうい
うものかっていうのがわからない。でも親が望んでいることは目が届きや
すくてきめ細かな指導をしてほしい、幅広い関係づくりをしてほしい、活
動の幅を広げて子供たちがいろんなことができるようなそういうふうな状
況を作ってほしいと望んでいるとしたら、小規模校でも単学級でもそれは
十分にできるんだっていうことをやっぱり知ってほしいなという思いが１
つあります。確かに学級は１つなんですけれども、単学級の場合多分縦割
りを使っていると思います。１年生から６年生までの縦割りで運動会も遠
足もあといろんな授業なんかも縦割りで行ったりしてやるわけなんですけ
れども、そうすると運動会なんかもクラスが半分になっちゃうわけです。
普通だったら運動会は１つのクラスで赤だ白だってまとまってやるんです
けど、クラスを半分にするとまとまるわけにはいかない。だけどまとまっ
て目標を達成するっていう気分にはならないけども、でもクラスが半分に
なるので自分たちだけが勝ったってわーって喜ぶと、相手がすごい傷つく
みたいなこともあって相手の気持ちを考えながら活動することができる。 
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やっぱり応援練習で相手が頑張ってたら偉いってすごいねって言うし、負
けてしまったらそんなことないよみたいな言葉をかけてくれる人もいる。
だからそういう意味では相手の目を意識して日々の行動ができるっていう
ことがやっぱりなんていうかな、関係性としてはすごくいいと思います
し。高学年なんかは遠足とか掃除とかそこらへんで常にリーダーシップを
とることができる。そういう意味でもいいなと思います。発表会なんかで
も人数が少ないので必ず１人が何かをしなくちゃいけない。だから少ない
ことはすごくデメリットにつながりやすいって思われてるかもしれません
けれども、実際にはそうではないってことをやっぱり理解してほしいなっ
ていうことが１つです。 
 もう１つはいろんなことをする時に小学校低学年がやっぱり一番損だっ
ていうか、デメリットを受けやすい立場になっているっていうことを考え
てほしいなっていうことです。例えば小学校を統合する時に一番遠くて大
変なところを重い鞄を背負って歩くのは低学年なんですが。そしてもし施
設一体型になるとしたら遊具がなくなってしまって、かわいそうな思いを
するのも低学年。そして低学年は大声で、なんていうかな、わーって遊ぶ
のがやっぱりとても大事な時代なんですね。だからそういうふうな大声出
してるうちに段々とそんな大声を出さないでも遊べるようになる。あるい
は人との間隔が取れていく。そこでそういう大声が規制されてしまってい
るっていうふうなそういうふうな形で、なんかいろんな意味で低学年にあ
れしちゃだめだよこれしちゃだめよ、とても大変だけど頑張れよみたいな
声をかけないとその１年生２年生が上手くやれない状況になってしまうっ
ていうのがとてもなんか辛いというか、かわいそうだなっていうふうに思
います。一番保護されていい低学年がやっぱり保護されなくなってしまう
ということがやっぱりよくないと思うし、そこら辺をやっぱり上手くいく
ような感じでやっていただけたらすごくいいなっていうふうに感じていま
す。以上です。 
 
 はい、ありがとうございました。じゃあ議長代行を降りまして戻します
ので、引き続きよろしくお願いします。 
 
（委員挙手） 
 はい、どうぞ。 
 
 今、単学級の話が出ていて、まさに僕の息子今単学級でやっているんで
すけれども、正直親としてあまりメリットは感じていないですね。授業参 
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観に行っても教室やっぱり狭そうだし。先生も僕行くとずっと見てるんで
すけど、やっぱり行き届いているとは言い難い正直、仕方ないんですけ
ど。であったりあとはちょっとしたことで怪我したりとか。あとは人間関
係も、私自身も高校が単一学級だったんですけど、その年からの単一と小
学校の単一っていうとやっぱり１回決まったその階級みたいなのがなかな
か崩れないみたいで、いつも同じ子の名前が出てきてあーだこーだってい
うのはずっと続いてるので。正直それがやっぱりまた年度変わって学年が
変わってクラスがシャッフルされるっていうと子供もそこまで我慢しよう
かなと思うと思うんですけど、例えばもう２年３年続くのかと思うとあま
りよくはないと思うので。私はちょっと小学校の単学級っていうのはでき
るだけ避けたほうがいいのかなって今思っています。 
 
 単学級といいましても先ほど３５人の単学級かあるいは２０人くらいの
単学級かっていう学級数にもよると思いますけど、確かにちょっとやっぱ
り目立っちゃった子とかいろいろあると思いますので、その状況もあると
思います。だからそれがすべていいということではなくて、やはりいいこ
ともあるし悪いこともあるという観点で見ていただければというところで
お話しました。すみません、ありがとうございます。 
 
（委員挙手） 
 はい、どうぞ。 
 
 先ほどのお話の中で低学年の負うデメリットということで遊具がなくな
るっていうご指摘があったかと思うんですが、これですね身体的発達に応
じた環境は当然整備されるのでしょうかね、この件の指摘はなかったんで
すね。資料５にもそれは書いてないですよね。この身体的発達に応じて環
境を整えるということはこれは記されてませんが、これは前提でしょう
か。 
 
 はい、質問にお答えいたします。具体的にどういうものがという表示が
なされていないというようなご質問かと思うのですけれども、これから具
体的に検討する中でもちろん必要なものは整備していかなければならない
というふうに考えております。 
 
 ありがとうございます。そうするとやはりあの身長差、体格差が際立つ
時ですね小中というのは。そういった人たちを一緒にするということは当 
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然ながら身体的発達に応じた環境づくりが行われるという理解でよろしい
でしょうか。 
 
 そのような理解でよろしいです。 
 
（委員挙手） 
 はい、B さん。 
 
 H さんに質問なんですけれど、先ほどの意見を述べられたゴールという
か目的って何だったんですか。私要するに単学級でもいいじゃないかって
お話だったんですけど。それのゴールって要するにご自身で小中一貫教育
はやる、でも施設一体型にするかはこの議論だっておっしゃってたんです
けど。それとその単学級でもいいってお話がどう結びついてるのか私には
理解できなかったんですけど。 
 
 はい。それは３つの観点、３つの施設の形態がありますよね。その中で
単学級ということは、今の現状の中学１つ小学校２つで１つの地区を形成
するところの状態が続いていくとそれぞれ単学級になってしまうと、何年
後かにはね。その時の単学級の時に単学級だって、保護者のアンケートで
は単学級は絶対だめだみたいなイメージでアンケートの結果が出ています
けれども。決して単学級でもだめということではなくて、いいところはあ
るんだっていうようなことをやはり皆さんにわかってもらいながら、どれ
がいいかっていうふうなことを考えていただく一助にしたいなと思いまし
て今の話をしたわけです。 
 
 ごめんなさい、それでも理解できない。すみません、小中一貫校の施設
が一体じゃない場合、ここに書いてある資料３に書いてあるデメリットの
ところにある、小中一貫の現状維持と施設隣接型の単学級が解消できない
ということがデメリットに書いてあるのがおかしいという話ですか。 
 
 いや。 
 
 違う。なんだろう、私全然わからない。すみませんね、いやだって C さ
んおっしゃった通り私も自分の息子が単学級だったら、C さんには失礼だ
し校長もいる中で失礼ですけど私も嫌です。だって私の息子がいじめられ
たらその翌年もその翌年もずっと単学級で学校、家を引っ越さなければい 
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けないのかなあとかって思っちゃうし。その単学級、いやもちろんメリッ
トはあるんだと思いますよ。今別に２クラスしかないのが私だって小学校
４クラスだったし中学校５クラスあってめちゃくちゃ楽しかったですよ。
今でも交流のある友達いっぱいいるし先生もいっぱいいた。でもそれが先
生も減る、生徒も減るって言われてる中で効果的な教育をしましょうって
話をしている中で、単学級にもメリットがあるというそのメリットってな
んなんだろうって私にはちょっと。ごめんなさい、私の理解が悪いんです
よ、はい。教えていただきたい。 
 
 それは児童が少なくなった場合はやはり先生の目がすごく行き届くって
いうようなことだと思います。例えばいじめに遭ったとしてもね、２クラ
スだったら隣にいくだけだったら大して変わりはないんですよね。子供た
ちの生活圏っていうのは変わりないですから。学校ではいじめられないけ
れども、家に帰って近所で遊ぼうとしていじめられたりとかということは
あるわけです。だからいじめそのものはやっぱり子供を移せばいいという
ことではなくて、やっぱりその根本問題を解決していかなくちゃいけない
というところがいじめだと思うんですね。いじめっていうのはなんていう
の、絶対に起こらないということではなくて、子供の心の発達線上でそう
いうふうないじめといわれるような現象になることもあるわけで。やっぱ
りそこらへんはできるだけ教師とか親とかいろんな形で解消しなくちゃい
けないというふうに思っています。でも小さい学校のほうがやっぱりそれ
に関われる人の目が多くなるのかなっていうふうなことは思います。大き
い学校だとその子がいじめられていることを目に付かないけれども、小さ
い学校だと人数が少ないので担任だけでなく担任外とかそこらへんいろい
ろ見ることもできる可能性は出てくると思います。 
 
 その話になると先ほど私の資料でもご説明したとおり、義務教育学校と
して施設が一緒になった学校でいじめが減ったとか不登校の発生件数が減
ったっていう事例があって。要するに単学級になることじゃなくて、小中
一貫になって人間が増えれば、例え単学級の状態があったとしても上下関
係含め先生関係含め見る人が増えますよねって話になると、H さんとして
は小中一貫の施設一体を推進するためにそのご意見をおっしゃられている
っていうことですか。と、私は聞こえてしまう。ごめんなさい、多分そう
じゃないんだろうなと思うんですけど。私にはそう聞こえてすごい単学級
になっても小中一貫にすることで大人の目とか中学生の目もそこに一体化
するから施設一体型がいいっていうお話なのか。でも多分そうじゃないん 
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だと思うので。 
 
 私はまだどれがいいというふうなことは言っていません。 
 
 言っていない状態でじゃあどうしたい、要するにそのゴールなんですよ
ね私が見たいのは。そのゴールに対してその話をしているかどうか。何の
ゴール、私のゴールの話からするとメリットしかないんですよね。 
 
 ちょっと代わって、すみません。 
 
 どうぞどうぞ。 
 
 この委員会の目的はいろんな意見を出し合うというところですので。ご
意見ということで納めていただければ。 
 
 それはどう捉えてもいいということですね私は。 
 
 そうですね。いろいろな意見が出ていい場だと。 
 
 別に私のほう、要するにその小中施設一体じゃないほうがいいと思って
いらっしゃってその意見を、要するに単学級でもいいとおっしゃっている
んだとしたらそう私は捉えますよということになってしまうんですけれ
ど。そうっていうのはそうじゃないほうで捉えちゃっても大丈夫なんです
かという質問。 
 
 各々の理解の仕方があろうかと思いますので。 
 
 わかりました。 
 
 それでよろしいのではなかろうかと思います。 
 
 了解しました、すみません。 
 
 ありがとうございます、すみません。あと時間もあまりなくなってしま
いました。ぜひ何かこういうことをお話しておきたいっていうようなこと
でご発言ありましたらお願いいたします。 
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（委員挙手） 
 はい、では F 委員どうぞ。 
 
 すみませんたびたび。いじめの発生について、非常に難しいと思います
ね。今は皆さんご存じのようにいじめ対策基本法ができておりまして、保
護者からの訴えがあったならば、重大事態として学校を挙げて取り組まな
きゃいけないと。教育委員会さんも取り組まなきゃいけないということに
なっておりますので、昔のように当事者同士握手させてはいそれで終わり
っていう対応ができない世の中になっております。だからなんていうか
な、いろいろな相談機関とか県の窓口とかございますので、すみません教
育委員会の代弁みたいで申し訳ないんですけど、そういう方策があります
ので、最悪の場合命の電話相談とかですねございますので、いろんな方策
を使っていただいて。担任の先生が動かないということであったらば、担
任外っていうのも実際にあったりします。そういうところについては以前
よりも対策が進んでおりますので、教員をやっている者はみんなそういう
情報が入っておりますので。保護者の意見はもう堂々と取っていいという
時代になっております。学校の形態、大きさといじめの関係っていうのは
先ほどですね資料で雰囲気として減少したということがございますが、実
際の対応については全国一律の法律がありますので、どこの教育委員会
も、時々新聞で報道されるようなひどいのがあるかなと思いますが、そう
いったところは是正しているっていうのは現状だと思いますね、すみませ
ん。 
 
 すみません。今回宿題で出されている意見を述べるやつのところの質問
なんですけれども、今の委員長の話もあるとおりこれはなんだろうな、自
分はどういう形態がいいっていうのも書いちゃっていいものなのか。まあ
いいとは思うんですけど、なんかもう全部自由記述みたいになってるので
なんか考えを間違っちゃうと違うこと書いちゃいそうかなっていう気もす
るので。なんかこう、こういうところは入れてほしいみたいなのがあった
らちょっと指定はしてほしいかなと思うんですけど。例えば一体型がいい
とかどの形がいいと思っててその理由は何だとか、なんかそういうふうに
してもらえるとまとめやすいかなと。 
 
（事務局挙手） 
 はい、どうぞ。 
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 こちらですけれど、もともとはですねこの委員会の趣旨というものを記
載させていただいております。というのもですね、やはり今後の毛呂山町
の子供たちにとっていろいろ教育環境、また少子高齢化、世界が大きく変
革する中でどのような子供たちにとって一番教育環境が望ましいのか。こ
こ 3 回これで検討委員会が終わりますけれど、その中で今いろいろ白熱し
た議論もありましたので、その中でそれぞれの方が考える子供たちにとっ
てよりよい環境とは何か、どう考えるか。それを書いていただければ結構
でございます。ですので、その３形態必ず書かなくてはいけないというこ
とではなくて、委員皆様のそれぞれの子供たちの視点に立ったよりよい環
境は何かを書いていただければと考えております。以上です。 
 
 よろしいですか。他にございますか。 
 
（委員挙手） 
 はい、どうぞ。 
 
 さっき E さんからもお話があったんですけれど、その教育方針というか
カリキュラムみたいな話で私ちょっとびっくりしちゃった、いい意味でび
っくりしたのは今埼玉県立の高校って全部 Wi-Fi が飛んでるんですよね校
舎内に。全員、全員ってわけじゃないですけどもちろんスマホ持てない子
もいますけど、生徒がスマートフォンでその Wi-Fi を掴んでよくて。その
Wi-Fi で例えば私なんかも高校行ってるんですけど、その後アンケートを
採らせてください、今日やったことのアンケートって言って QR コードの
紙を渡すとですね、みんながスマホを出してきてアンケートに答えてくれ
るんですよ。よくよく聞いたら授業が終わった後にその授業の理解度を計
るために黒板にもう先生が QR コードをばんって貼って、はい今日の理解
度を見るからななんて言って、生徒さんがスマホをこう掲げて今日の授業
の内容なんかのアンケートなんかするっていう学校もあるらしいんです
ね。すごい進んでるなと私は思ったんですけど。その小中、例えば施設一
体型、一体型じゃないにせよそういう例えば毛呂山町独自の教育をってい
う E 委員のお話がありましたけど、そういう Wi-Fi 環境を整えるとか。今
グーグルのタブレットは全員に渡っているんでしたっけ、そうですよね。
それをどう活用するかみたいなことも含めてなんかその方針って出てたり
するんでしたっけ。もしくは出てないとしたらここにそういう希望を、要
するに小学校中学校でももっと IT を推進すべきとか、リモート授業など
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ももっと柔軟に対応すべきみたいなことも、施設一体型となって距離が遠
くなるとしたらそういうことも考えるべきみたいな、校内にも Wi-Fi 環境
をもっと整えて IT 化を進めるべきだとか。なんかそういう、生徒の意見
もよく聞くべきだみたいなことも書いてもいいんですかねもしくは。じゃ
あ２つ、今質問は２つ。１つ目はその小中の Wi-Fi 環境 IT 環境って小中
一貫、施設が１つになることで進めやすくなるとかならないとかという話
になるのかどうかが１つ。もしくは今進めようとしているとかもう進んで
いるっていう話なのか。２つ目はここにもしそれが施設一体型だけじゃな
いこんな教育をしてほしいとか、こういうことをやるべきだみたいなこと
までここに書いてもいいのかどうか。その２つ、いいですか。 
 
 ご質問ありがとうございます。まず Wi-Fi 環境のほうの関係なのですけ
れども、今後施設をどのようにするから新しく整えるかという部分です
が、現在の小中学校につきましても普通教室では必ず Wi-Fi のほうを使え
るようにはなっておりますし、今年度体育館のほうも整備をいたしまし
た。そのような環境の中で、環境のほうはある程度整えさせていただいて
おりますので、学校のほうでそれをこういかに使っていくかというところ
をしっかりと行っているところです。またあの２点目のですね意見のほう
なのですけれども、先ほど事務局のほうから説明がありましたとおり、学
校教育環境の整備充実についてこのあたりをご理解いただければいろいろ
なことのご記入になるかとは思いますので、ご協力をよろしくお願いいた
します。 
 
 ありがとうございました。そろそろ時間になります。特になければ今日
はこれで終わりになるんですけれども。ぜひ１回から３回目の議事録等を
よく読んでいただいて、今日のも参考にしながらご意見を書いていただけ
ればと思います。 
 どうしてもという方いらっしゃいますか。よろしいですか。では議長の
座を降ろさせていただきます、ありがとうございました。 
 
 ありがとうございました。次回第 4 回あり方検討委員会は１月３１日火
曜日、会場は中央公民館の視聴覚室を予定しています。改めてまたご通知
を差し上げますので、ご協力をよろしくお願いいたします。 

またあの冒頭事務局のほうから説明がありましたし、何回かご質問もあ
りました意見書の件なのですけれども、提出のほうのご協力も併せてお願 
いいたします。 
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 それでは閉会のご挨拶を副委員長にお願いいたします。 
 
 はい。それでは第 3 回あり方検討委員会をこれにて終了したいと思いま
す。みなさんお疲れ様でした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


